




































































すなわち、 年に （ 極東空軍補給




国土地理院 万 千分の 地形図 立川
（ 年改測、 年発行）を ％に縮小










体史等のなかでもいわゆる 通史編 （ないしは 記述編 ）に相当する巻が、




史 は、上下巻からなり（立川市史編纂委員会 、 ）、この両巻がい















そもそも、 立川市史 は上下 巻、合計 ページからなるが、近現代史
の記述の薄さは顕著であり、 大正・昭和時代の立川 と題した下巻第 章は
わずか ページにとどまる。これは意図的なもので、立川市史編纂委員・編輯














ん委員会の 立川市議会史 記述編 （ ）は、議会史ではあるが、 立川
市史 発刊以降の長い 正史 の空白に加え 立川市史 の 簡潔 化された
近現代史の部分をも補いうる内容となっている。ただ、同書が終戦直後の現象、
この文章中の 特殊女性 とは、駐留軍相手の売春で生計を立てていた洋娼を指す。
そもそも当初は 大体五十年前で筆をとどめようと考え 、 大正時代以降は取り扱わ









戸水汚染問題、 浄化運動 後の 立川市日米地方連絡協議会 設立、防音校
舎建築問題など、自治体・議会として基地と特に強く関わらざるをえなかった
ことに関しては個別の記述がなされている。その点を考え合わせると、 基地
































毎日新聞 （都下阪） 年 月 日付
毎日新聞 （都下阪） 年 月 日付
・ 毎日新聞 （都下阪） 年 月 日付
西田（ ）所収の数値（ 年 月 日調査）により筆者作図
その後数ヶ月のうちに、次々に各種慰安施設が基地周辺に開設されていった。
図 は 月 日開業予定の施設の求人広告（ 毎日新聞 （都下版） 年
月 日付）では、 特殊従業婦（前借金無制限） の文字も読み取れる。
前述の特殊慰安施設協会による大規模施設も早い時期に計画された（ 毎日



















カムのメインゲートを出たとたんに 赤線道路 （神崎 ）と描写される
所以である。







一帯は黒人地区の様相を呈していた（三田 ）。 年 月 日付の 東



















































よると、立川基地（立川飛行場）正門周辺に、 ヶ所ほど 外人向飲食店 が
みてとれる。また杉村（ ）によると、正門に近い高松町通り（立川通り）
の 昭和 年頃 の店舗構成は、バー、クラブのほか時計、カメラ、眼鏡、貴





その後の杉村（ ）の調査によれば、 年 月時点ではそれらの多くが閉店し
ており、バー、クラブの姿もなくなった。
出典 日本地誌研究所（ ）
のうち最も第 次産業比率が高いのは立川（ ％）である。 ％を超える値を










特殊女性 と立川をとりまく状況に関しては、西田（ 、 ）、神崎（ 、




よる推定数を表 に示した。ちなみに、立川警察署による 年の 特殊女性









志子未亡人からうけたまわった話 として、 ブロック 、 軒のうち、パ
ンパンを置いていない家は 、 軒しかないというところが多い と述べて
いる。




年上半期 ） 人以上（うち通勤者 人）




） ） 西田（ ）
） 毎日新聞 （都下版）、 年 月 日付
） 読売新聞 （都下版）、 年 月 日付
若山喜志子未亡人 は若山牧水の妻。山下らとともに、立川在住の文化人によっ
て立川の環境改善のために結成された 立川新風会 の会員であった。






































青木義雄（ ） 立川市教育資料 第 集 立川市教育委員会， ．
昭島市（ ） 基地とあきしま ．
（ ） 続 基地とあきしま ．
昭島市史編さん委員会（ ） 昭島市史 ．
猪俣浩三・木村禧八郎・清水幾太郎（ ） 基地日本 和光社， ．
岡田ひで子（ ） 燃える井戸水 東京都・立川空軍基地 ．所収 猪俣浩三・
木村禧八郎・清水幾太郎（ ） 基地日本 和光社， ．
神崎 清（ ） 夜の基地 河出書房， ．
（ ） 戦後日本の売春問題 社会書房， ．
清水幾多郎・宮原誠一・上田庄三郎（ ） 基地の子 光文社， ．
杉村暢二（ ） 立川の市街化の南北街区の推移．不動産研究， （ ）， ．
立川市（ ） 立川基地 ．
（ ） 続 立川基地 ．
立川市教育百年史編纂委員会（ ） 立川市教育百年史 ．
立川市史編纂委員会（ ） 立川市史 上巻 ．
（ ） 立川市史 下巻 ．
田中与四郎（ ） 浄化運動の頃．紫芳会報（紫芳会［東京府立第貮中学校・東
京都立立川高等学校同窓会］）， ， ．
東京都立川市議会史編さん委員会（ ） 立川市議会史 記述編 ．
東京都立大学人文学会（ ） 立川市の社会的性格．人文学報（東京都立大学文
学部）， ， ．
東京百年史編集委員会（ ） 東京百年史 第六巻 ．
ドウス昌代（ ） 敗者の贈り物 国策慰安婦をめぐる占領下秘史 講談社， ．
西田 稔（ ） 基地の女 河出書房， ．
（ ） オンリーの貞操帯 第二書房， ．
日本地誌研究所（ ） 日本地誌 第 巻 東京都 二宮書店， ．
桝田一二（ ） 立川市の成立とその都市化．立正大学文学部論叢， ， ．






（ ） 近代日本における軍事施設の立地に関する考察 都市立地型軍
事施設の事例 ．東北公益文科大学総合研究論集， ， ．
水野 浩（ ） 日本の貞操 外国兵に犯された女性たちの手記 ．蒼樹社， ．
三田鶴吉（ ） 立川飛行場史 ．
（ ） 立川飛行場物語（下） 西武新聞社， ．
山鹿誠次（ ） 都市における第 次産業の現状と問題点 大都市周辺都市の場
合 ．都市問題， （ ）， ．
山下 肇（ ） 立川市民の生活と意見（一）．近代文学， ， ．
（ ） 立川市民の生活と意見（承前）．近代文学， ， ．
（ ） 立川市民の生活と意見（三）．近代文学， ， ．
